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趣旨

われわれの社会が直面している現今の状況は、倫理学の重要性を日増

しに痛感させるものである。しかしながら、ひとくちに倫理学といっ

てもその対象は多岐にわたる。諸分野の共同なしには研究の進展はな

い。それゆえ、われわれは、みずからの研究を公にすることによって、

広く諸姉兄の批判と判断を仰ぎ、各自の問題意識を深めると同時に相

互の交流を図るべく、ここに『実践哲学研究』を発行する。

後記

1.本年もここに第 33号をお届けすることができました。これもひとえ

に皆様の貴重なご意見と暖かいご援助の賜物と感謝致しております。

今後ともよろしくご指導のほどお願い申し上げます。

2.本号より本誌『実践哲学研究』の発行母体を、 「実践哲学研究会」

から「京都倫理学会Jに変更いたしました。「実践哲学研究会Jは、

1978年の発足以来、京都大学大学院文学研究科倫理学研究室の大学

院生を中心に、本誌の発行を主たる会務にして参りました。 I京都

倫理学会J は、京都大学文学部倫理学研究室によって年一度の研究

発表会を開催するもので、長い歴史をもっておりましたが、諸般の

事情により、しばらく休会状態にありました。そこで今般、本誌を

「京都倫理学会J の公式の会誌とすることで、この間の学界の動向

の変化に対応することとなりました。発行形態に大きな変化はなく、

主として院生会員の会費と賛助会員費によって運営されるという点

も従前のままですが、重要な変更点としては、編集委員による論文

査読制度を新たに設け、掲載論文のさらなる質の向上を期するとい

うことがあります。当面は、倫理学研究室の教室主任が京都哲学会

代表となり、代表によって編集委員数名が委嘱されるという形にな

ります。今後はこれ以外にも、様々な方法で会誌の充実に努めて参

る所存ですので、本誌の読者諸賢におかれましては、何卒一層のご

指導とご支援をお願い申しあげる次第です。
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《研究報告》

道徳心理学の三つの話題

本研究報告は京都大学倫理学研究室ならびに科学哲学科学史研究室出身の研

究者、もしくはこれらの研究室に所属する研究者を中心として、 2009年度から

なされてきたメタ倫理学・道徳心理学研究会の成果を土台にしています。原稿

の作成にあたっては、テーマをいくつかに絞ってそれぞれに担当者を決め、各

担当者はそのテーマに関する基本文献にあたって議論の分析・整理をおこない、

研究会において討論をくわえることで原稿に修正をほどこす、という過程を取

りました。研究会で検討された基本文献については下にその文献表を付記して

おりますので、ご参照ください。

本研究報告におさめられた三つの話題は、道徳心理学とよばれる広範な研究

領域の一部に過ぎず、まだまだ基礎文献の収集と読解という段階にとどまり研

究不足の感は否めません。とはいえ、道徳心理学をめぐる現在の研究状況にあ

って、とりわけ国内では哲学・倫理学の側からの紹介、検討が十分になされて

いないという現状を鑑み、ここにとりあえずの成果を発表する次第です。本報

告が今後の議論の活性化に、いくらかでも貢献できれば幸いです。
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